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一致 した。FM測定及びFC測 定を用いた弾性率マッピングにより、従来の手法では達成できなかった数十 ㎜ 程度の毛髪
内部組織の力学物性評価が可能となった。
























































マッピング法を確立 している。これ らの手法により、大気中、液中において、毛髪内部の数十nm程 度の各組織の弾
性率評価が可能となった。また弾性率像を得ること.で・各組織内の弾性率の分布に関する情報も取得可能にした。
第5章 では・第4章 で確立 したフォースカーブ測定を用いた弾性率マッピングにより、脱色処理とパーマ処理の毛
髪内部各組織への影響について述べ、 さらに損傷毛に対する補修成分探索の結果について述べている。本研究により
















可能に し、フォースカーブ測定を用いた力学物性マッピング(弾性率擬 着力)は 、構造観察からは分からない毛髪内
部各組織の変化を捉える事を可能にした。 またそれらの手法を用い、毛髪の微細構造とその力学物性に関する新たな
知見を示 し・毛髪補修成分の探索 という応用研究例も示 した。 これ らの成果は毛髪研究及び美容分野における頭髪化
粧料の研究開発の発展に寄与するところが多い。
よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
596
